








でみられるようになっている｡ たとえば､ 作品 ｢生







































Lafcadio Hearn as a Cultural Resource
Bon KOIZUMI
キーワード：文化資源 cultural resource ラフカディオ・ハーン Lafcadio Hearn
ゴーストツアー ghost tour





































た｡ バスの内部も､ 黒いカーテンが設置され､ それ
を引けば一瞬にして劇場に早変わりする特別仕様と
なっていた｡ 語り部の魅力的な話に耳を傾けながら､












怪異譚に恵まれている｡ それに加え､ ハーンが 『知








































した｡ さらにコースについても検討し､ 結局､ 松江
城の二の丸広場を起点とし､ ギリギリ井戸 (井戸の
由来と人柱伝説)､ 城山稲荷神社 (ハーンの稲荷信
仰への関心､ 狐穴)､ 志賀直哉文学碑 (白樺派とハー
ン)､ 四十間堀 (小泉セツが伝承する世間話)､ 月照
寺 (大亀の碑をめぐる都市伝説)､ 清光院 (遊女松
風の怨霊譚)､ 大雄寺 (子育て幽霊譚) の順で巡る









名のガイドに､ 早速､ 講習を開始した｡ まずは､ 座
学による講習で､ ｢小泉八雲｣ ｢松江の郷土史｣ ｢口
承文芸｣ という３つの観点から専門家が講義を行っ











ことになった｡ また､ それに先立って ｢カラコロコー
ス｣ と ｢へるんコース｣ の２コースが設定された｡
前者は徒歩ツアーのみ参加のコースで料金は1,500





















ス｣ ｢へるんコース｣ 両方を実施し､ 筆者も ｢へる
んコース｣ の講演だけではなく､ 徒歩ツアーでもガ
イドと役割分担をして案内にあたった｡ 11回のモニ






































る旨が報道された｡ また､ 『日本海新聞』 (2009年７
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ア・キス (Vampire Kiss) というカクテルも飲め
る｡
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